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l ）E.Gutenberg, “Unternehmensfuhrung-OrganisationundEntscheidungen ―,"Wiesbaden,1962,S.25.
〔邦 訳 〕 小 川 冽 ・二 神 恭 二 訳 『企業 の組 織 と 意 思 決定 』
第2 版 ， ダ イヤ モン ド社 ， 昭 和41 年1 月,22 頁 。 同様 の見 解 とし て は， 黒 田全 紀
（ 稿）「企業 の諸 形 態」， 大 西 健夫 編 『現代0 ド イツ， 職 場 と社 会 生 活 』三 修社，
昭 和57 年9 月 ，所 収,36 頁 。 な どか お る。 な お,Verwaltung は ， 経 営 学に おい
ー・I
ては ，「そ の 職 分 とし て， 計 算制 度， 通 信 なら び に 報 道 ， 経 営組 織 お よび そり 改
善 ， 人 事 ・社 会 問 題， 法律 ・租 税 問 題 な どが あげ ら れ る」（吉 田 和 夫 ・大 橋 昭 ア
編 著 『ド イツ経 営 学 総 論』 中 央 経 済 社， 昭 和57 年5 月,97 頁 ） の であ り， こ こ で
の法 律上 の用 語 法 とは 異な る場 合 が みら れ る。2
） こ うし た 議論 に つ い ては,HorstSteinmann/ElmarGerum,"ReformderUnternehmensverfasstine,Koln,1978,SS.85-93
を 参 照 され たい 。3
） 小 島三郎 著 『戦後 西 ド イツ経 営 経 済 学 の 展 開 』 慶 応 通 信 刊， 昭 和43 年9 月 。58
頁 。4




な お， 本稿 に お い て 参 照し た 文 献 とし てつ ぎ の 著 作を 挙 げ て お く。 森 本 三 男
（ 稿）「最 高経 営 組 織 の 性 格 と 意 義」 古 川 栄一 編 『経 営 者 と 経営 指導 』』同文 舘， 昭
和38 年3 月 所 収 。 岸 田 尚友 著 『経 営 参 加 の社 会学 的 研究 一 西 ド イ ツに おけ るー 』
同文 舘， 昭 和53 年9 月。村 田 和 彦 著 『労 資 共 同 決定 の 経 営学 』 千 倉 書房 ， 昭 和53
年1 月。
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社の代表（Vertretung）〔新 子株式法卜 第78条の第i 項，旧「株式法」第71条
の第1 項〕と業務執行（Geschaftsfuhrung）〔新「株式法」第76条の第1 項，旧
「株式法」第70条の第1 項〕は取締役会だけの責任であり，業務執行 の監督























































決定』第2 版，ダイヤモンド社，昭和41年1 月，3 頁。2
）E.Gutenberg,a.a.O. ，S.59. （前掲訳書,65 頁。） なお，ここでは，Geschaf-tsfiihrung
を業務執行と訳すことにする。
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3）E. ＼Gutenberg,a.a.O.,S.59. （前掲訳書,66 頁。） なお， ダーテソベル 列 ち
こ;うし た固有の管理決定を 構成す る具体的 な決定 内容がう ぎの5 つ の基準によっ
て区別されるとす る（Vgl.E.Gutenberg,a.a.O.,SS.61-75. （前 掲訳書，68
～84 頁。）1.
長 期的視野に もとづいた企業 政策の確立
レ2. し経営 の主要部分領域 の調整 ニ3.
経営過 程におけ る障害の除去4.
きわめて重要な経営政策5.
企業に おける管理職 の任 命4
）E.Gutenberg,a.a.O.,S.60. （前掲訳書,66 頁。）5
）E.Gutenberg,a.a.O.,S.60. （前掲訳書，67 頁。）6
）E.Gutenberg,a.a.O ・，s.61. （前掲訳書，67 頁。）7
） ハソス・ヴュルデ ィソガ ー／河本一郎 編『ド イツと日本 の 会 社 法 《改訂版》』
商事法務 研究 会,1969 年2 月,28 ～29 頁。）を参照されたい。8
）E.Gutenberg,a.a.O ・，s.75. （前 掲訳書,85 頁。）9
）E.Gutenberg,a.a.O.,S.69. （前 掲訳書,77 ～78 頁。）10
）E.Gutenberg,a.a.O. ，S.46. （前 掲訳書,50 頁。）11
）12 ）E.Gutenberg,a.a.O ・,s.47. （前 掲訳 書,51 頁。）
Ⅲ 監 査役会 の機能 変化
グー テン ベル クは，1962 年 の著 作 『企業 管 理』にお い て， 株式会 社の制度
とし て の監査 役会 の問題 点を 指摘し な がら も，「監 査役会 は統 制権（Kontrol-Irecht
）は もっ てい る が， 管理 権（Fiihrungsrecht）は もっ:ていない1）」 と述べ，
「原 則 と/し て， 監 査役会は 統 制機関 （Kontrolleorgan ） であ って， 業 務 執行機
関（Geschaftsfiihrungsorgan）では ない2）」 とい う態 度を示 し た。 し かし， 監査
役 会につ い ての こ うし た グー テン ベル クの考え方 は，そ の後，1970 年 の論文
『監 査役会 の機 能変化』 におい て， 企業 管 理 の全体 シ ス テ ムに おけ ノる 監 査 役
会 の位置づけを め ぐっ て変 化し ， これ を監 査役 会 の機能 変化 とし て把え る見
解を示し てい る。しす なわち，「監査役 会 の制 度的 職務（institutionellenAufgabe）
は ， 統制 と監督 の処置 とい うこと で論じ 尽 さ れない。 現 代的 大規模 経営 の企
業 管 理 の全体 シ ステ ムにおけ る監査 役会 の位 置を 特徴づ け てい るものは，実
際 には， 監 督－, 助言 ―（Beratungs ）,意思 決定－， 協動－（Kooperations）,そ
し てあ る場 合には ，調整 機能（Koordinierungsfunktionen ）の集 積とい う こ と
で あ る3）」 とし てい るのが これであ る。
丿そ こで， ここで は， こ うし た 監査役
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会 の 監 督5 助 言 － ， 意 思 決 定 － ， 協 働5 そ し て 調 整 機 能 を よ り ど こ 右 と
し て 『 企 業 管 理 』 と 『 監 査 役 会 の 機 能 変 化 』 に お け る グ ー テ ン ベ ル ク の 所 論
を 比 較 検 討 し ， そ の 変 化 を 明 ら か に す る
○1.1j
ま ず, ＼第 ↑ に ，監 査 役 会 の 監 督 機 能 は ，新 「 株 式 法 」 第HI 条 〔監 査 役 会 の 丿
職 務 お ＼よ び 権 利 〕（ 旧 「株 式 法 」 第95 条 ）に 基 づ く の で あ る が ， グ ー テ ン ベ ル グ
の 重 点 は ，新 「 株 式 法 」 第Ill 条 の 第2 項 （ 旧 「株 式 法 」 第95 条 の 第3 項 ）, す な
あ 私 帳 簿 ・ 書 類 ・ 財 産 を 閲 覧 し ， 監 査 す る （einsehenundpr 咄n ）*） と い う
規 定 に 求 め ら れ て い る 。 こ の 規 定 に 関 し て ， グ ー テ ン ベ ル ク は ，『 監 査 役 会 の
機 能 変 化 』 に お い て ， 現 代 的 な 大 規 模 経 営 に お け る 複 雑 な 機 構 か ら し て 監 査
役 会 の メ ン バ ー は 帳 簿 ， 書 類 ， 財 産 の 閲 覧 と 監 査 を 一 般 に 実 施 す る こ と が で
き な い と い う 理 由 か ら:, 「 こ の 規 定 （ 新 「 株 式 法 」第Ill 条 の 第2 項 一 柿 崎 ）は ， 今
こ そ 削 除 す べ き で は な い だ ろ う か5 ）丿 と 述 べ て い る 。 そ し 七 ，了企 業 管 理 』 に
お い て も ，「 実 際 に 監 査 役 会 は ， と く に 大 規 模 な 企 業 に お い て は ， 直 接 的 な
業 務 執 行 を す べ て そ の 傘 下 に お さ め ら れ る よ う な 監 督 活 動 ぱ 行 な っ て い な い 。
し か し 株 式 法 第95 条 （旧 「株 式 法 」 一 柿 崎 ） の 規 定 か ら は ， 当 初 に お い て は そ
の よ う な 活 動 を 考 え て い た と い う こ と が 推 察 で き る 。 な ぜ な ら ， 監 査 役 会 は95
条 に も 規 定 さ れ て い る よ う に 会 社 の 帳 簿 や 書 類 ， す な わ ち 会 社 の 現 金 ， 有
価 証 券 お よ び 商 品 の 在 高 を 監 査 す る こ と が で き る か ら で あ る 。 ‥… ・経 営 現 象
の 現 在 の よ う な 規 模 や 複 雑 性 か ら し て ， も は や 行 な え な い と い う ご と は 疑 い
な い 。 ま た ， 一 定 の 監 査 職 務 に 対 し て 特 別 な 専 門 家 を 投 入 す る と い うニご と で
も 不 十 分 で あ る6) 」 と し て い る の で あ る 。 こ の よ う に ， 監 査 役 会 に お け る 帳
簿 ， 書 類 ， 財 産 の 閲 覧 と 監 査 に 対 す る グ ー テ ン ベ ル ク の 『企 業 管 理 』 で の 否
定 的 な 考 え 方 が ，『 監 査 役 会 の 機 能 変 化 』 に お い て 一 層 強 く 主 張 さ れ て い る
と い え る で あ ろ う。 ヶ
第2 の 監 査 役 会 の 助 言 機 能 に 関 し て ， グ ー テ ン ベ ル ク は ， 『 監 査 役 会 の 機
能 変 化J に お い て ，「監 査 役 会 が 取 締 役 会 り 経 営 政 策 的 な 計 画 化 お よ び 意 思
決 定 を 効 果 的 に 監 督 し よ う と す る な ら ば ， 取 締 役 会 が 計 画 し た 方 策 を 監 査 役
会 に 提 示 す る と き に
や
統 制 は す で に 始 ま っ て い な け れ ば な ら な い7 ）」 と 述 べ
て い る6 す な わ ち ， 取 締 役 会 が 計 画 し た 方 策 を 意 思 決 定 す る 前 に ， 監 査 役 会
へ 報 告 す る こ と は ， 監 査 役 会 が そ の 報 告 を 検 討 し ， 場 合 に よ っ て は 意 見 と 助






































































































































－" ，Wiesbaden,1962,S.43. 〔邦訳〕 小川冽 ・二 神恭二 訳 『企業 の組織と意思
決定』 第2 版， ダイヤモン ド社，昭和41年1 月,45 頁 。）2
）E.Gutenberg,a.a.O.,S.36. （前掲訳書,36 頁。）3
）E.Gutenberg,"FunktionswandeldesAufsichtsrats"inZeitschriftfurBe-triebswirtschaft,40.Jahrgang,Dezember,1970,Erganzungsheft,S.10.4
） ドイツ歴代 の商法の監査 規定におけ る変遷につい ては， 安藤英義（稿）『ドイツy
商法に於け る “監査” の語 の変遷』一 橋論叢第84 巻第3 号所収,331 ～348 頁を 参
照されたい。 そこでは， ここで使用し てい る監督（・Qberwachen ） につい=で次の
様に説 明し ている。「監査役の基 本的職務に関する所の， 会社 の業務執行を“監
視する”を 意味する〈uberwachen 〉とい う語 であ る。 こ0 語は，そ の後， 普通ド
イツ商法を経 て今 日の株式法に至るまで，全 く変ってい ない。しか るに,1937 年
株式法以後，監査役は，取締役が執行す る特定 の業務につい て事前に同 意を要求
す るこ とが できる（1937 年 株式法第95条第5 項。1965 年 株式法第Ill 条第4 項 ノ
このごとからし て，この語は，業 務執行 の事後的な監査ば かりでなく，このよう
な云わぱ事前 監査を も含み得る広い 意味 内容を有し ている， と解 される。 これに
対し て〈Priifung ，priifen〉は， …… ドイツ商法 ・株式法で は専ら 事後的な監査の
意味に 於て使われてい る」（安藤英義（稿）√前掲論文,339 頁。） こ うした立場か
ら すれば， 後述す るように， グーテンベル クの監督機能は ，狭義であ り，事後的
な監査を その内容とし てい ることになるであろ う。 丿5
）E.Gutenterg, “FunktionswandeldesAufsichtsrats",S.3.6
）E.Gutenberg,"Unternehmensfuhrung" レs.39. （前 掲訳書,39-40 頁。）7
）E.Gutenberg,"FunktionswandeldesAufsichtsrats",S.3.8
）E.Gutenberg “FunktionswandeldesAufslchtsrats,"S.5. こ うし た助言機
能は。 グーテンベル クに よれば， 意思決定 の準 備 （Entscheidungsvorbereitung ）
段階へ の参加に よって企業政策的な意思決定 過程に監査役を 統合す るものである・




）E.Gutenberg,"Unternehmensfuhnang",S,41. （前 掲訳書，42 頁。）12
）E.Gutenberg, “Unternehmensfuhrung ”S.43. （前 掲訳 書,44 ～45 頁。）ま ／
た，「監査役会の必要な同意はしばし ば業 務の特定 種類に 対し て，特定 の 期 間に
対し て全 権委任（allgemeineErmachtigung ） の形で与え られ る。取締役会が単
独で決定 権を もつ限 界は， とくに業 務の種類と範 囲に 依存し ている」（E.Guten-berg,
“Unternehmensfuhrung ’,S.39-40 べ前 掲訳 書,40 頁））と理解されてい る。
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）E.Gutenberg."FtinktionswandeldesAufsichtsrats".S.9.14
）E.Gutenberg."Unternehmensfiihruiig ”s.18. （前 掲訳書，11 頁。）ダーテソ
ベル クは経営意思決定 のに ない手 とし てつ ぎの3 つを 挙げ てい る（E.Gutenberg,
“Untei-nehmensfxihrung' ≒SS.11-20. （前掲訳書,3-13 頁D1. 企業 の所有者一
企業家企業（Unternehmer-Unternehmungen ）または 所有者企業（Eigentumer-Unternehmungen
）,2. 経営者一経営者企業（Geschaftsfuher-Unternehmiingen ，Manager-Unternehmungen
）,そし て，3. 共同決定， ならびに その制度お よびに
ない手一 拍世紀 のきわめ て激しい社会的 闘争 の時代に出 現した。15
）E.Gutenberg,"FunktionswandeldesAuisichtsrats",S.9.16
）E.Gutenberg, “Unternehmensf でhrung,"S.44. （前 掲訳書,47 頁。）17
）E 。Gutenberg, “FunktionswandeldesAufsichtsrats",S.8.
Ⅳ 監 査 役 会 の 統 制 機 能 と 管 理 決 定
さ で ， ダ ヽ!一一・テ ン ペ ル ク は ， 『監 査 役 会 の 機 能 変 化 』 に お い て ， 監 査 役 会 は
監 督 機 能 だ け で な く ， 助 言5 意 思 決 定5 協 働 － ，そ し て あ る 場 合 に は ，調
整 機 能 を 遂 行 す る と 規 定 し た の で あ る が ， ご こ で は ， さ ら に 進 ん で ， こ う し
た 機 能 変 化 が 「監 査 役 会 と 取 締 役 会 の 関 係 」 に 対 し て ど の よ う な 意 味 を も っ
て い る か を 究 明 す る こ と に す る 。 な お ， こ こ で は ， 監 査 役 会 の 構 成 に 係 る 機
能 ， す な わ ち 協 働 － お よ び 調 整 機 能 は ， 個 々 の 企 業 の 特 殊 事 情 に よ っ て 制 約
さ れ る た め に 触 れ な い こ と に し ， 主 と し て 監 査 役 会 の 職 務 に 係 る 機 能 に 基 づ
い て 検 討 す る 。 。 － ・I
と こ ろ で ， す で に 述 べ た よ う に 西 ド イ ツ の 「 株 式 法 」 お よ び 『企 業 管 理 』
に お い て ， 監 査 役 会 は ， 原 則 と し て 取 締 役 会 の 業 務 執 行 を 監 督 な い し 統 制 し
な け れ ば な ら な い と 規 定 さ れ た 。 そ し て ， 取 締 役 会 の 業 務 執 行 は ， 経 営 学 的
に は 固 有 の 管 理 決 定 （あjる 場 合 に は 純 部 門 決 定 を 含 む ）を そ の 内 容 と す る も の で
あ っ た 。 こ の 意 味 で は ， 「監 査 役 会 と 取 締 役 会 の 機 能 関 係 」 の 基 本 的 枠 組 み
は ， こ れ を 統 制 機 能 と 固 有 の 管 理 決 定 機 能 の 関 係 に 求 め る こ と が で き る で あ
ろ う 。
さ て ， 統 制 機 能 は ， 経 営 学 に お い て ， 管 理 機 能 （managementfunctions ） の1
つ と し て 理 解 さ れ ，計 画 化 （planning ）, 組 織 化 （organizing ） と と も に 管 理 過
程 （managementprocess ） を な し マ ネ ジ メ ン ト ，サ イ ク ル （managementcycle ）
を な す も の と 一 般 に 理 解 さ れ て い る1 ）。 こ の よ う に ， 管 理 機 能 の1 つ と し て



























「 理 の限 界 」 の確 定 ＼G
任 と権限 の委 襄関 係 の確 定
）
② 組 織 構造 ．・





























第90条の第1 項の第2 号および第2 項の第2 号）
計画さ れ， そし て準 備され てい る部 分( 計画中の営業政策および将来の業
務執行の基本問題‐ 第90条の第1 項の第1 号，当面の収益性または流動性に著




































は，投票された表決の少なくとも4 分の3 を含む多数を 必要とする。定款は，
これと異なる多数も，またその他の要件も定めることはできない」（新「株式


























































し，それを計画化機能に提供することに関係するものと考 え られ る」（鈴木勝美
著，前掲書,208 頁。）と説明されている。3








































取締役会は,1 人 または数人を もって構成す るこ とが できる。 取締役員の1
大が取締役会会長に指名された場 合におい て，定款に別段 の定めがない かぎ り，
そ の取締役員は，取締役内の意見の相違を決定する。
株式法第71 条 〔株式会社 の代表〕1.
取締役会は裁判上お よび裁 判外において株式会社を代表する。 ノ2.
取締役会が数人から成 るときに，定款に 別段の/こ とを定 めない ときは，総取
締役員は共同し て のみ意思表示を行ない まだ会社の ために 署名を 行な う権限を
もつ。取締役会は各取 締役員に特定0 業務 または特定種類 の業 務を行 なう権限
を与え るこ とができる。 意思表示が 会社に対し て為さ れなければならない とき
は,1 人 の取締役員に対し て為すを もって足る。
株式 法第90 条 〔取締 役会お よび監査 役会へ の兼属の禁止〕1.
監査 役員は，同時に取締役員 または取締役員 の継 続的 代理 人であ ることはで
きない。被用者 とし てその会社の業務を 執行するこ とができない。
株式法第95 条 〔監査役会の職務お よび権利〕1.
監査役会は，業 務執行を 監督し なけ ればならない。2.
監査役会は， 何時-t:-も取締 役会に対し 会社の結合 企業に対 する関係，そ の他
会社の業 務に関す る報 告を要 求す ることができる。 個 々の構成員 もまた，監査
役会へ の報告 のみであるが， 報告を 要求することが できる。取締役会が報告を
為すこ とを 拒絶し た場 合には， 監査役会 の会長がそ の要求を支持し た場合に限
り，報告を 要求するこ とができる。3.
監査 役会は，会社の帳簿お よび書類ならびに財産， 特に，会社0 現金在高な
らびに有価証券お よび商品につい ての現在高を 閲覧し ，監査するこ とができる。
監査役会は，これを 各構成員に委 任し または特定の 職務のため， 特別な専門家
に委任す ることができる。
■ ■ ■4.
























































報 告 し な け れ ば な ら ない 。 報 告は 良 心的 かつ忠 実 な弁 明 の諸 原 則 に 適 合し なけ
れば なら な い 。 ・ご
株式 法 第88 条 〔監査 役会 へ の 役 員 の 派遣 〕L
定 款に よ っ て特 定 の 株 主 また は 特定 の 株式 のそ の時 の所 持 人 に ， 監 査 役会に
役 員 を 派 遣 す る権 利 を 与 え る こ とが でき る。 派 遣 役員 の総 数 は 総 監 査 役 員の3
分 の1 を 超 え る こ とが で きな い。 ・。
■ ■
（新 「株式 法」 －1965 年9 月6 日制 定）
株 式 法 第90 条 で監 査 役 会 へ の 報 告〕1.
取 締 役 会は ， 次 の こ と に関 し て監 査 役 会に 報 告し な け れ ば な ら ない 。
（1) 計 画 さ れた 営 業 政 策お よび 将 来 の業 務 執 行 の そ の 他 の 基 礎 的 問題 ； ▽
（2) 会 社 の 収益 性 ， 特 に 自 己 資 本 の 収益 性 ；
（3) 営 業 の成 行， 特 に 売 上 √ お よび会 社 の 状 況 ；
（4) 会社 の 収益 性 また は 流 動 性に 著 し い 意 味 合 のあ り 得 る取 引 。
以 上 のほ か， そ の 他 の重大 な 事由 に より， 監査 役 会 の会 長 に 報 告 さ れなけ
れば な ら ない ；取 締 役会 に 知 られ るに 至 っ た 結 合 企 業 に お け る営 業 上 の 出 来
事 で あ って 会 社 の 状 況に 著し い 影 響 のあ り得 べ き も の も重 大 な 事 由 と認め ら
れ なけ れば なら な い 。2
， 第l 項 第1: 丈第1 号乃 至第4 号 に よる報 告 は 次 の 通 り行 わ れ なげ れば なら なl^
， ニ
ニ(1） 第1 号 に よる 報 告 雌. 状 況 の変 化 また は 新 た な 問 題 が遅 滞 な き報 告を 要 請
し な い ときは ， 少 な くと も年1 回 ；
（2） 第2 号 に よる 報 告は ， 年 度 決 算 書に 関 し て 審 議 さ れ る 監査 役会 の会 議に おl
てヽ ； ‥ ニ
（3） 第s 号に よ る報 告 は ， 少 な くも4 分 の1 年 毎に 定 期的 に ； △(4)
第4 号に よ る 報 告は ， そ の 取引 の実 行 前に 監 査 役 会 が こ れ につ い て意 見を
述 べ る ため の機 会を 持 つ よ うに， で き るだけ 正当 の 時 期に 。3.
監査 役 会は ， 会 社 の 事務 に つ き， 結合 企 業 に 対 す る 会 社 の 法 律上 お よび 営業
上 の 関 係 につ き， な ら びに 結合 企 業 にお け る 営業 上 の 出 来 事 であ っ て， 会社 の
状 況 に 著し い 影 響 の お り得 べ き も のに つ き， 取 締 役 会 か ら 何時 で も報 告を 要 求
す る こ とが で き る。 個 々の構 成 員 も また ， 監 査 役 会 へ の 報 告 の み では あ るが，
報 告 を 要 求す る こ とが で き る ；取 締 役 会が 報 告を 為 す こ とを 拒 絶し た 場 合 には ，
他 の1 人 の 監 査 役 員 が そ の 要 求 を 支 持す る と きに 限 り， 報 告 が 要 求 さ れ るこ と
が で き る。4.
報 告 は 良 心的 かっ 忠 実な 弁 明の 諸 原 則に 適 合し なけ れ ば な ら ない 。5.
各 監 査 役 員 は 報 告 につ き知 識を 得 る権利 を 有 す る。 報 告 が 書 面 で 為 さ れた 限
り， か つ ， 監 査 役 会 が 別 段 の こ とを 議 決し なか っ た 限 り， そ れは 各 監 査 役員 に
も また 請 求に よ り引 渡 さ れ なけ れ ば な ら ない 。 監 査 役 会 の会 長 は ， 第i 項 第2
文 に よ る 報 告に 関 し ， 遅 く と も次 の 監査 役会 議に お い て 監査 役員 に 通 報し な け
158 ’・



















十全体で，株主の監査役員り法律または定款により定まる人 数の最高3 分のI ま
でに付与されることができる。
（注記） 資料 とし て挙げた ドイツ株式 法の条文につい てはつ ぎの文 献を参照し てい
る。 ＼ ＼ 犬 し1.A.Baumbach,A.Hueck,G.Hueck,
“Aktiengesetz",11,neubearbeiteteAuflage,1961.2.




，1965. （慶応義塾大学商 法研究会訳 『西独株式
法』慶応義塾大学法学研究会刊，昭和44 年。
なお，新 「株式法」の条文は， 慶応義塾大学商法研究会 訳 『西独株式法』慶応
義 塾大学法学研究会 刊，昭和44 年 より引用し た ものである。 し
